






















【研究の背景と目的】
　近年、多くの小学校や中学校等では、授業に地域コミュ
ニティでのボランティア体験を取り入れています。大学で
も同様でボランティア活動が推奨されています。このよう
に、若者のボランティア活動は教育施策として推奨されて
いますが、現状では学生ボランティアが地域コミュニティ
の活性化にもたらす効果や学生本人への客観的効果が十分
に明らかにされているとは言い難い状況です。さらにはボ
ランティア活動に不可欠なコーディネートの方法について
も同様です。
　本研究はこれらを明らかにするための基礎的な研究です。
若者のボランティア活動が盛んなドイツのボランティア・
コーディネート機関等を調査し、地域コミュニティにおけ
るボランティア・コーディネートの方法を考察します。
【研究の成果】
　ドイツのボランティア・コーディネート方法を調査する
ために、共同研究者櫻井由美子先生と共にミュンヘン市を
訪れました。調査期間は、2014年９月13日から19日です。
その間、ミュンヘン市ストリートライフ・フェスティバル
を見学し、コーディネート機関のドイツ・カリタス団体ミ
ュンヘンボランティア・センター東及び慈善団体グーテ‐
タットを訪ねました。
　ミュンヘン市ストリートライフ・フェスティバルはミュ
ンヘン市最大のストリートフェスティバルです。その日は
ドイツ最長の遊歩道が作られ、道路両脇に各ブースのテン
トが張られ、様ざまな情報が発信されます。ボランティア
・コーディネート機関も参加して広報活動を行っていまし
た。
　カリタス団体とはドイツだけではなく世界中で組織され
ている団体で、カトリック教会を基盤とした慈善団体です。
福祉関係の施設を多く抱え、福祉事業などを行っており、
その関連施設では多くのボランティアが活躍しています。

　ドイツ・カリタス団体ミュンヘンボランティア・センタ
ー東は、ドイツのカリタス団体のボランティアセンター団
体の１つです。カリタス団体の方針として、ボランティア
の仲介だけでなく、ボランティア提供者の上級訓練なども
行っています。ボランティアは教会の信者に限定せず広く
管轄区域から募集し、要請に応じて学校で説明会を開催し
たりします。応募者には時間をかけて面接を行い、応募者
に適したボランティア先を紹介します。
　慈善団体グーテ‐タットでは、誰でもボランティアに参
加できること及びボランティア情報はインターネットでア
クセスできることを方針にしています。希望者はネット上
の具体的なプロジェクトを見て申し込みます。申し込みが
あれば、申込者の特技や関心などを参考にして参加の適否
を検討し、適していると判断した場合に募集団体に紹介し
ます。プロジェクト参加後の定期的なケアを通じてボラン
ティア受入団体の適否も検討しています。
　ボランティア・コーディネートの機能として、ボランテ
ィアの仲介だけでなく、申込者の能力開発やボランティア
終了後の成果等を評価することは大切な機能です。わが国
でももっと取り入れると、ボランティア提供者と受入団体
の双方の発展に寄与すると思います。
【今後の展望】
　本研究の成果報告として、３月24日（火）にシンポジウム
を開催しました。今後は、本調査の結果を基にしてアンケ
ート調査等を行い、若者自身への、また地域コミュニティ
活性化への効果、さらにはコーディネートの方法を研究し
ていきたいと考えています。

（とがし・ひとみ：生活科学部心理福祉学科・教授）
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ストリートライフ・フェスティバルの案内図
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